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大正１０年の東山トンネルの開通に合わせて架橋され，東大路通の拡幅および市
電敷設や，東海道線の線路増設に伴う橋の改修を経て，現在に至っています。
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令和３年３月

第１号

今熊野橋は，大規模災害の発生時に，救命活動や物資輸送を行うための「緊急輸
送道路」を構成する橋りょうです。

京都市では，「いのちを守る 橋りょう健全化プログラム」を策定し，橋りょうの耐震
補強と老朽化修繕を計画的に進めています。
老朽化が深刻な今熊野橋が，地震に強く，安全安心にご利用いただける橋になるよう，

現状の橋を新たに架け替える計画としています。
地域と⾏政が⼀体となって開催している「東⼤路通（東⼭七条〜東福寺）の将来」を考

えるワークショップにおいても，『今熊野橋の安全性が心配』との御意見を頂いています。
今回は，今熊野橋の概要と，普段見ることのできない橋下面の損傷状況などをご紹介し

ます。

○ 今熊野橋の概要
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今熊野橋ニュース
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○ 今熊野橋の損傷状況

○ 今後の予定
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今熊野橋は橋を架けて約１００年が経過しており，老朽化による損傷が深刻
な状況です。

鋼製主桁の⼀部が腐食によって孔
があいている状況です

床版コンクリートが剥落し，鉄筋
が露出している状況です

早急に架替を⾏っていく必要があるため，令和３年度から架替工事
に着手いたします。
御迷惑をおかけしますが，よろしくお願いいたします。

 交通規制に伴う迂回路や通学路の安全対策について，地域の方に御意見を伺い
ながら検討してまいります。

 交通規制内容などが決まりましたら，『今熊野橋ニュース』でお知らせいたし
ます。


